
設計図書に係る質疑回答書 

番号 質疑事項 回答 

１ 元請の主任（監理）技術者について 

 

本物件の建築工事及び空気調和設

備は、電気工事の付帯工事という認

識で元請の主任（監理）技術者は電

気工事のみでよろしいでしょうか。 

（下請け業者の建築・空気調和設備

は主任（監理）技術者は配置予定） 

 

※参考 【建設業法 第四条】建設

業者は、許可を受けた建設業に係る

建設工事を請け負う場合において

は、当該建設工事に附帯する他の建

設業に係る建設工事を請け負うこ

とができる。 

建築工事及び空気調和設備工事は、

電気設備工事の付帯工事という認

識でよろしいです。 

元請の主任（監理）技術者は電気工

事のみでよろしいです。 

建築工事及び空気調和設備工事を

下請けとして外注する場合は、下請

け業者側で該当する工種の主任技

術者を配置してください。 

２ 年間の保安停電日について 

 

保安停電日の詳細（停電範囲、停電

時間等）を簡易的なものでも構いま

せんので教えていただけないでし

ょうか。 

保安停電日の詳細については、 

（別紙 1-1～3）のとおりです。 

３ 受変電の試験関係について 

 

受電設備関係の耐圧試験以外の竣

工検査（各機器の動作試験や総合動

作試験等）は設置者（県立広島病院

の担当者様）が行うのでしょうか、

それとも本工事で行うのでしょう

か。 

 

各機器の動作試験や総合動作試験

については、本工事として費用を見

込んでいます。 

４ アンカー打設時のレントゲンにつ

いて 

 

既設建屋内での盤据付時、アンカー

支持打設時はレントゲン撮影後に

施工した方がよろしいでしょうか。 

※レントゲン撮影スペースが無い

場合は除く。 

 

（別紙２）特記仕様書（電気設備工

事の場合）一般共通事項 13.非破壊

検査に記載のとおり、捜査式埋設物

調査を実施のうえ、穿孔してくださ

い。 
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５ 盤作成時の仕様について 

 

盤作成は、国交省仕様でよろしいで

しょうか。 

 

国交省仕様でよろしいです。 

６ 床のコア貫通時の補強工事につい

て 

 

床のコア貫通時に鉄筋を切る必要

がありますが、補強工事は本工事に

含まず別途工事で行うと考えてよ

ろしいでしょうか。 

 

鉄筋探査などにより、極力、鉄筋切

断しない工法を採用してください。

ただし、止むを得ず鉄筋切断と補強

が必要な場合は、本工事で施工する

ものとし、費用については別途協議

します。 

７ 図面 E-16 東棟ペントハウス天井

部にアンカー打設について 

 

東棟ペントハウス天井部にアンカ

ー打設は可能でしょうか。 

 

吊り下げ支持ができるものとして、

積算しています。現地の状況により

施工方法の変更が必要な場合は、別

途協議します。 

８ 図面 E-10 主中央監視設備につい

て    

    

無停電電源設備（ＣＶＣＦ）新設に

伴う電力グラフィックパネルの変

更が図面にも数量明細書にも含ま

れていませんがこれにつきまして

は本工事には含まず別途工事で行

うと考えてよろしいでしょうか。 

 

（別紙 3-1） E-10 図面のとおり、

グラフィックパネルの変更は想定

しており、（別紙 3-2） 参考数量書

P10 のとおり、本工事として費用を

見込んでいます。 

９ 図面 E-25・数量書 P14 コンデン

サ・リアクトルの容量について 

 

図面E-25では、コンデンサ25.5Kvar

（24kvar 用）・リアクトル 1.91kvar

（30kvar 用）、数量書 P14 では、コ

ンデンサ（24kvar 用）・リアクトル

（36kvar 用）となっており、容量が

違いますが正をご教示願います。 

 

図面の容量を正としてください。 

 

積 算 に つ い て は 、 リ ア ク ト ル

（36kvaar 用）の費用を参考に積算

しています。 

工事名 

県立広島病院無停電電源設備ほか設置工事 

質疑回答書  ３枚の内２ 法人本部総務課財務グループ 

 



設計図書に係る質疑回答書 

番号 質疑事項 回答 

10 E-11 無停電電源設備（ＣＶＣＦ）

特記仕様書について 

 

下記の赤文字の仕様で見積を作成

しても良いでしょうか。 

 

４．標準仕様（ＵＰＳの仕様） 

（１)定格出力容量 

（図面番号 E/11 ４項（１）C） 

200kVA/16kW⇒200kVA/160kW 

（２）交流入力電圧変動範囲 

（図面番号 E/11 ４項（１）C） 

-30%～+30%⇒-30%～+10% 

（３）交流出力電圧精度 

（図面番号 E/11 ４項（１）C） 

0.01%以内⇒±1％以内 

 

（１）「200kVA/16kW」は誤記のため、

「200kVA/160kW」を正としてくださ

い。 

（２）メーカー標準品を採用しても

よろしいです。 

（３）メーカー標準品を採用しても

よろしいです。 

 

 

以下、余白 以下、余白 
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